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第２章　被害概要

第２章　被害概要

　第 1 節　被害概要

１　県内の被害状況

　県内の主な被害状況は次のとおりである。

２　人的被害

　平成 30 年７月豪雨災害は、過去 50 年の中では最悪の死者数となった。小田川などの氾濫により、
被害は倉敷市に集中している。

　倉敷市真備町の死者（災害関連死を除く）51 人の
うち、88.2％に当たる 45 人が 65 歳以上であり、
高齢者の割合が非常に高くなっている。

　倉敷市真備町の死者（災害関連死を除く）51 人の
うち、86.3％に当たる44人が自宅で亡くなっている。

県内の主な被害状況（令和元年７月５日現在）

人的被害の状況（令和２年２月13日現在）

人的被害の市町村別内訳

年齢階層別死者数

年齢階層の内訳

死亡場所別死者数

死亡場所別死者数の内訳

※（　）内は災害関連死を除いた人数
※ 死者・行方不明者は被災地別、重傷・軽傷は住所地別 
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倉敷市の要介護度別死者数 倉敷市の要介護度別死者数の内訳

住家被害の状況（令和元年７月５日時点）　（単位：棟） 非住家被害の状況（令和元年７月５日時点）　（単位：棟）

倉敷市の身体障害の程度別死者数の内訳倉敷市の身体障害の程度別死者数

　第２節　住家等の被害

１　住家被害の状況

　令和元年７月５日時点の住家（現実に居住の

ため使用している建物）被害の状況は、次のとお
りである。

３　倉敷市の死者における要介護度及び身体障害の程度

　倉敷市の死者（災害関連死を除く）52 人のうち、要介護・要支援者が３分の１強（36.5％）を占めた。
「平成 29 年度　介護保険事業状況報告（年報）」（厚生労働省）によると、平成 29 年度末現在における
要介護（要支援）認定者数は 641 万人で全人口（126,502 千人、平成 30 年４月１日現在 = 確定値）に占め
る割合は 5.1％であり、これに比べ非常に高い数値となっている。
　また、身体障害者が約４分の１（23.1％）を占めた。「平成 30 年版　障害者白書」（内閣府）による
と、身体障害者（身体障害児を含む）は 436 万人で全人口（126,529 千人、平成 30 年７月１日現在 = 確定値）

に占める割合は 3.4％であり、この場合も、数値が非常に高くなっている。

第２章　被害概要

２　非住家被害の状況

　令和元年７月５日時点の非住家（住家以外の

建物）被害の状況は、次のとおりである。
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公共土木施設被害額

河川の被害状況

　第 3 節　公共土木施設の被害

　公共土木施設の被害件数は、県管理分で 1,362
件、約 207 億 100 万円、指定都市の岡山市管理
分を除く市町村管理分で1,461件、約138億5,300
万円、計 2,823 件、約 345 億 5,400 万円となった。

１　河川の被害状況

（1）概要
　平成 30 年７月豪雨により、岡山県全域で記
録的な雨量が観測され、県南部で堤防の決壊（県

管理 10 河川 16 箇所）等による甚大な浸水被害
が生じたほか、越水や護岸の崩壊が発生した。
　河川に係る被害状況は、県管理 801 件、市町
村管理 393 件、約 150 億 700 万円となり、県内
の被害額の約４割以上を占めた。

（2）堤防の決壊等の状況
　砂川、末政川など、県が管理する河川の 10 河川 16 箇所で堤防が決壊した。このうち重要水防箇
所となっていたのは３箇所であった。

第２章　被害概要

（単位 : 千円）（※岡山市を除く）

県内の主な決壊箇所図

凡例
●決壊箇所（主に越水）
●決壊箇所（主に越水以外）
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（3）浸水被害状況図
ア　倉敷市真備町
　高梁川と小田川の水位上昇に伴い、倉敷市真備町において小田川で２箇所、その支川で６箇所の堤防
が決壊し、広い範囲で浸水被害が発生した。浸水面積は約1,200ha、全壊棟数約 4,600 棟に上った。
　また、浸水深が５ｍを超えるところもあった。

ア　主に越水で決壊した河川
　主に越水で決壊した河川の状況は次のとお
りとなっている。

イ　主に侵食・洗掘で決壊した河川
　主に侵食・洗掘で決壊した河川の状況は次
のとおりとなっている。

イ　岡山市東区
　砂川では、岡山市東区沼において堤防が決壊し、広い範囲で浸水被害が発生した。浸水面積は
約 750ha、浸水棟数 2,200 棟以上に上った。

浸水被害状況図（倉敷市真備町）

第２章　被害概要

主に越水で決壊した河川 主に侵食・洗掘で決壊した河川

出典：国土交通省国土地理院ウェブサイト
http://www.gsi.go.jp/BOUSAI/H30.taihuu7gou.html

浸水被害状況図（岡山市東区） 

浸水推定段彩図
（倉敷市真備町）
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２　土砂災害及び砂防施設
　　被害の状況

（1）土砂災害の状況
　平成 30 年７月豪雨では、土砂災害（土石流、

地すべり、がけ崩れ）が 56 箇所発生し、これに
より死者３人の人的被害が発生した。
　土砂災害の内訳は土石流 11 箇所、がけ崩れ
35 箇所、地すべり 10 箇所であった。特にがけ
崩れでは、笠岡市茂平で死者２人、井原市西江
原町で死者１人の被害が発生した。
　また、高梁市落合町近似の陰

おん

地
じ

川では土石流
により、負傷者１人、全壊１戸、一部損壊２戸
の被害が発生し、土石流の一部が、避難所となっ
ている高梁中学校や高梁小学校の敷地に流れ込
んだ。

３　道路の被害状況

（1）概要
　平成 30 年７月豪雨では、県内の高速道路、国
道、県道が同時多発的に被災し、通行止めとなっ
た。このことにより迂回機能を発揮できず、道路
ネットワークが寸断され、救助・救援活動車両や
一般車両の通行が著しく制限されることとなった。
　道路施設被害は、県全体で 1,333 箇所、被害
金額は約 143 億 9,500 万円となった。

（2）通行規制の状況
ア　高速道路の状況
　高速道路では、７月６日 19 時に中国自動
車道（北房 IC から東城 IC）等が雨量基準値の
超過による全面通行止めとなったことをはじ
めに、順次通行止めとなり、７月７日５時
30 分の瀬戸中央自動車道（児島 IC から坂出

IC）の通行止めにより、県内全ての高速道路
が通行止めとなった。
　全線の通行止めは７月７日 16 時まで継続し
たが、その後順次解除され、崩土により全面
通行止めとなっていた岡山自動車道（賀陽 IC

から有漢 IC）が７月９日 12 時 32 分に片側交互
通行となり、これにより、全線の通行が可能
となった。

イ　国管理道路の状況
　国道 180 号では、高梁川の増水により最大
水深約４ｍの道路冠水が発生し、７月６日
19 時 10 分より総社市宍粟から総社市種井に
おいて全面通行止めとなった。
　また、国道 53 号でも、旭川の増水により
道路冠水が発生し、７月６日 21 時 10 分より
岡山市北区御津草生から美咲町打穴中北にお
いて全面通行止めとなった。

【土石流】陰地川・高梁市落合町近似

【土石流】陰地川・高梁市落合町近似

【がけ崩れ】笠岡市茂平

【がけ崩れ】井原市西江原町

道路の被害状況（※岡山市を除く）

岡山県道路規制情報提供システム専用 WEB サイト

　この他、国道２号の備前市伊里中から東片
上において、連続雨量が基準に達したため、
事前通行規制による全面通行止めなどが発生
したが、７月 11 日 17 時までに全ての全面通
行止めが解除された。

ウ　県管理道路の状況
　県管理道路では、７月５日午後から崩土や
雨量基準の超過が発生しており、６日０時の時
点で 42 箇所の全面通行止め等を行っていた。
　これらの通行規制の多くは６日の午前中に
一旦解除されたものの、６日午後から再び冠
水等による通行止め等が増加し、７日０時時
点で規制箇所は 100 箇所以上となっていた。
　さらに夜が明けるにつれ被害が多数報告さ
れ、７日 17 時に最大の 231 箇所（うち全面通

行止め 204 箇所）となった。
　応急復旧作業に向かう職員や土木業者が目
的地到達までに時間を要するケースもあった
が、懸命な作業により、1 週間後の 14 日 20
時には全面通行止めは 96 箇所まで減少した。
　県では、道路規制情報提供システムにより
規制情報を専用 WEB サイトで提供したほか、
道路整備課ホームページにおいても主要道路
の通行可否や規制解除の情報を随時提供した。

第２章　被害概要

（2）砂防施設被害の状況
　砂防施設被害は県全体で 257 箇所、被害金額
は約 22 億 1,700 万円となった。
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第２章　被害概要

（3）主な箇所の被害状況
ア　国道 430 号（玉野市日比）
　車道及び歩道が約 40 ｍにわたって崩壊し、
全面通行止めとなった。

イ　県道鷲羽山公園線（倉敷市児島宇野津）
　道路全体が約 40 ｍにわたって谷側へ崩壊
し、全面通行止めとなった。

国道430 号（玉野市日比）

県道鷲羽山公園線（倉敷市児島宇野津）

県道倉敷美袋線（倉敷市真備町服部）

国道429 号（美咲町里）

浸水した真備浄化センター

芝の大部分が流失した高梁川河川敷グラウンド

国道486 号（矢掛町小田）

国道180 号（高梁市津川町今津）

ウ　県道倉敷美袋線（倉敷市真備町服部）
　小田川周辺の広い範囲が水没し、舗装の破
損や土砂の堆積が発生した。

カ　国道 429 号（美咲町里）
　高さ約 60 ｍの斜面崩壊が発生した。

エ　国道 486 号（矢掛町小田）
　小田川の増水等により冠水し、通行止めと
なった。

オ　国道 180 号（高梁市津川町今津）
　谷部からの土砂流出により、道路全体が埋
塞した。

４　港湾の被害状況

　県管理港湾では、水島港など３箇所で河川か
らの土砂流入による航路の埋没や流木の漂着な
どの被害が発生し、その被害額の合計は約４億
500 万円となった。

５　下水の被害状況

　下水道は、倉敷市真備町の真備浄化センター
の浸水や中継ポンプの制御盤冠水、管路の閉塞
破損など、県内 18 箇所において被害が発生し、
被害額の合計は約 21 億 4,500 万円となった。

６　公園の被害状況

　公園は、高梁川河川敷グラウンドなど、県内
18 箇所において被害が発生し、被害額の合計
は約３億 8,400 万円となった。
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１　電気

　７月６日夜間から県内で停電が発生し、ピー
ク時には約 7,400 戸、延べ約 51,200 戸（農事用電
灯や公衆街路灯等を含んだ契約戸数であるため、停

電した世帯数とは異なる）が停電した。
　高梁市に位置する成羽変電所が河川の増水に
より浸水し停電が発生したが、近隣変電所の配
電線からの送電により解消した。
　配電設備は、土砂崩落、樹木倒壊及び河川氾
濫等により広範囲にわたり被害を受け、65 本
の電柱が倒壊や折損、流出し、高圧配電線が
30 箇所で断線するなどした。

２　通信

　固定通信における県内の被災状況としては、
NTT 西日本における真備電話交換所の水没や
地下通信ケーブルの被害等により、7,560 回線が
被災した。
　主な被災エリアは倉敷市真備町、真庭市北房
町、玉野市日比・渋川地区の一部であった。
　通信回線は、専用線が７月 26 日、フレッツ

３　水道

　水道施設の被害により、約 20,000 戸（８市町）
の断水が発生した。そのほとんどは、被害が大
きかった高梁川水系の沿川市町であり、被害額
は約９億 5,000 万円であった。
　また、被害のほとんどが取水施設及び浄水施
設の浸水によるものであった。

　第４節　ライフラインの被害

停電戸数

市町村別
各ピーク時停電戸数

真備電話交換所の水没被害

玉野市内の地下通信ケーブルの被害

高梁市備中町での電柱被害

矢掛町での電柱被害

第２章　被害概要

光が８月１日、加入電話が８月３日に回復する
まで、不通が続いた。
　移動通信については、大雨による基地局設備へ
の浸水、停電、光回線断などにより、NTTドコモ、
KDDI、ソフトバンクの 3 社全てで携帯電話サー
ビスの中断が発生し、７月７日以降、特に浸水
被害が甚大であった倉敷市真備町や総社市、高
梁市などにある基地局を中心に、携帯電話サー
ビスが利用しづらい状況が続いた。

水道施設（送水設備）の被害状況

水に浸かりながらの作業

４　ガス

　浸水により、約 2,000 本を超えるＬＰガス容
器が川岸や海域などに流出するなどの被害が発
生した。ガス充填所などへの被害も非常に大き
かった。

水道施設の断水戸数

水道施設の主な被害額（平成30年8月現在）
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１　鉄道

（1）ＪＲ西日本
　記録的な雨量が観測される中、県内全ての在
来線で、法面崩壊、土砂流入、道床流出、変電
所冠水、電柱倒壊、倒木など、大小合わせて約
230 箇所の被害が発生した。
　７月６日には、高梁川の氾濫により、伯備線
の備中広瀬駅構内（高梁市）が冠水し、また、
氾濫した水流により付近のトラックが押し流さ
れ、上下線をまたぐ形で線路内に流入した。特
に備中広瀬駅から備中高梁駅までの区間は、線
路と並行する高梁川の氾濫による被害の影響が
大きく、線路の道床や枕木の流出が相次いだ。
　県北部の山間部を走る姫新線では、新見市の
丹治部駅から岩山駅までの区間において、線路
と並行している中国自動車道の盛土が崩壊し、
線路内へ流入した。
　７月６日夜遅くには、県内全線で運転見合わ
せとなり、特に大きな被害を受けた路線では、
ＪＲや沿線市町村において、バスによる代行輸
送が行われた。

（2）井原鉄道
　集中的な被害を受けた倉敷市真備町を横断す
る井原鉄道では、吉備真備駅など３駅が浸水し
たことから７月６日から９日まで全線で運転見
合わせとなった。10 日からは神辺駅から三谷
駅間で折り返しにより運転を再開し、18 日か
ら、総社駅から三谷駅間でバスによる代行輸送
が行われた。

　第５節　公共交通機関の被害

水没した備中広瀬駅付近

タンクローリーが線路内に流入した備中広瀬駅付近

JRによるバスの代行輸送

※ＪＲが代行バスを運行するまでの間、６市３町（津山市、総社市、高
　梁市、新見市、真庭市、美作市、鏡野町、勝央町、久米南町）におい
　て、学生を対象にバスによる代行輸送が行われた。

第２章　被害概要

周辺が水没した川辺宿駅（県民等からの提供写真）

（3）智頭急行
　特急「スーパーはくと」「スーパーいなば」
は、７月６日から全線で運転見合わせとなった
が、特急「スーパーはくと」は、７月 14 日か
ら、京都駅から智頭駅までの区間で運転が再開
され、復旧が遅れた智頭駅から鳥取駅までの区
間では、バスによる代行輸送が行われた。

２　路線バス

　各路線バスでは、一部路線で運行見合わせが
行われた。



7978

１　医療施設

　特に浸水被害が甚大であった倉敷市真備町で
は、まび記念病院に、一時的に患者や病院関係
者、避難してきた周辺住民が取り残され、ボー
トによる救助が行われるなど、大きな被害が
あった。
　また、真備町内のほぼ全ての医療機関が浸水
被害に遭い、患者データが喪失するなど、医療
機能に甚大な影響があったが、仮設診療所を設
置するなど、まもなく診療を再開した医療機関
もあった。

２　保育関係施設

　備前、備中地域を中心に、10 市２町の広範
な地域で、保育所や認定こども園、放課後児童
クラブなど 53 施設が、浸水や土砂流入等の被
害を受けた。

３　障害者関係施設

　備前、備中地域を中心に、３市の広範な地域
で、障害福祉サービス事業所、児童発達支援事
業所など 19 事業所が、浸水や土砂流入等の被
害を受けた。

　第６節　医療・福祉施設の被害

浸水したまび記念病院

浸水した矢掛町立中川保育園

障害者関係事業所の被災状況

被災した障害者関係事業所

保育関係施設の被災状況

第２章　被害概要

４　高齢者関係施設

　県は、災害発生以降の情報収集や関係団体等
からの情報提供に基づき、高齢者施設の被災状
況の把握を行うとともに、職員を現地に派遣し、
被災状況の確認を行い、厚生労働省との被災情
報の共有を図った。
　総社市内の特別養護老人ホームでは、全居室

高齢者関係施設の被災状況

注１：短期入所・地域密着型を含む。
注２：地域密着型・総合事業を含む。

の床上浸水、停電等の状況を受け、関係団体等
の全面的な協力により、全入所者 101 人を他の
特別養護老人ホーム、医療機関等へ移送した。
　県が把握した床下浸水以上の被災施設数は、
８月20日時点で、特別養護老人ホーム、有料老人
ホーム等の居住施設が 16 施設、通所介護・訪問
介護等の事業所が44施設、合計 60施設であった。
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　大雨による河川の氾濫や土砂崩れ等により、
倉敷市真備町を中心に県内全域で被害が発生
し、農林水産業関係の被害総額は約 266 億 4,600
万円に上った。

１　農作物・農業施設・農業用機械

　農作物では、県内 21 市町村で土砂流入や冠
水による水稲への被害が最も大きかった。特
に、倉敷市真備町、笠岡市、矢掛町、岡山市
などで被害規模が大きく、植え付け後の土砂
流入により収穫が皆無となった地域があった。
　また、果樹は、冠水、土砂流入、園地崩落
等により、ぶどうが約９ha で約１億 2,000 万
円（10 市町）、ももが約５ha で約 3,000 万円（５

市）の被害となった。野菜は、青ねぎが約６ha
で約 3,000 万円、トマトが約３ha で約 1,600 万
円、黄ニラとパクチーが約３ha で約 1,700 万
円など、主に冠水による被害となった。花き
は、バラ、リンドウなどが冠水し、シクラメン、
花壇苗は鉢が流されるなどの被害があった。
　また、農業施設では、倉庫等の冠水で約７億
4,000 万円、ハウスや果樹棚の倒壊等で約３億
8,000 万円の被害となったほか、最も被害が大
きかった農業用機械は、トラクター等が冠水
で約 47 億 1,300 万円の被害となった。

２　農地・農業用施設

　農地・農業用施設関係は、県内全域にわたり
6,580箇所で約151億4,400万円の被害となった。
　その内訳は、農地が 23 市町村 3,856 箇所で
約 45 億 2,300 万円、ため池、頭首工、揚水機、
水路、農道、橋梁の農業用施設が 26 市町村 2,656
箇所で約 101 億 800 万円、地すべり防止施設・
農業集落排水施設等が６市町 16 箇所で約５億
900 万円、鳥獣被害防止施設については 17 市
町 52 箇所で約 400 万円であった。
　県中北部の中山間地域では、階段状の小さ
な水田が多く、畦畔も比較的高く崩れやすい
花崗岩風化土のため、異常な出水や湧水によ
り畦畔が崩壊した。また、県南部では、小田
川及びその支川や、砂川の堤防が決壊し、水
田に堆砂や耕土流出が生じたほか、低平地の
湛水を防ぐ排水機が浸水による被害を受けた。

　第７節　農林水産業の被害

農林水産業関係被害額

水田への冠水被害（倉敷市真備町）

農作物・農業施設・農業用機械の被害状況

第２章　被害概要

水田の畦畔崩壊（美咲町）

山腹の崩壊 （井原市上出部町）

治山・林道関係の被害状況

山腹の崩壊（新見市足立）

路体が崩壊した林道（真庭市）

農地・農業用施設の被害状況

３　治山・林道関係

　治山・林道関係については、林地の崩壊等
が 21 市町村、286 箇所で約 31 億 7,800 万円、
林道が 18 市町村、241 箇所で約６億 8,900 万円、
造林地は 17 市町村、498 箇所で約１億 9,100 万
円の被害となった。
　特に林地の崩壊等は備中地域、林道及び造
林地の被害は美作地域に集中した。
　なお、林地の崩壊などは、尾根付近からの
崩壊と風化した花崗岩（マサ土）地帯での被害
発生が数多く見られた。

さらに、ため池では、４箇所で堤防が決壊し
たが、その多くは、堤体裏法面のすべり破壊
による被災であった。
　また、県特産の白桃やピオーネ等を栽培し
ている急勾配な果樹園の被災もあった。
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浸水した選果場（倉敷市真備町）

浸水した木材加工施設（矢掛町）

被災したアユ種苗生産施設（総社市下原）

その他農林水産被害

４　その他農林水産業の被害

（1）共同利用施設
　河川の決壊、氾濫などにより、県南部から中
部にかけて農業協同組合等が所有する共同利用
施設が被災した。県内の被災施設数は 24 施設、
被害総額は約１億 1,600 万円となった。主な被
災施設は、選果場、加工場、農産物倉庫、種苗
生産施設であり、浸水、土砂流入などにより外
壁や設備類が損壊、流出した。

（2）畜産関係
　畜舎浸水などにより、14 農場で、家畜の死亡
や生産物が廃棄されるなど、畜産関係での被害額
は約 500 万円となった。また、畜舎等への土砂
流入などにより、４農場の鶏舎と11 農場の牛舎
が損壊し、施設関連の被害額は約２億 1,700 万
円となったほか、飼料畑への冠水や土砂流入によ
り、飼料作物の被害額は約 1,700 万円に上った。

（3）林産関係
ア　木材加工施設
　県内 10 市町村、19 箇所において、製材施
設及び製材品の水没や土砂流入など約２億
5,200 万円の被害となった。

イ　資材倉庫
　県内１市、１箇所において、倉庫等の浸水
によりチェーンソー等の資材が水没し、約
600 万円の被害となった。

ウ　特用林産施設
　県内２市、２箇所において、倉庫の浸水に
より、しいたけ菌床が流出したほか、竹加工
機や製品が水没するなど約 400 万円の被害と
なった。

（4）水産関係
　水産関係は、５市、11 箇所において、約
３億 1,200 万円の被害となった。
　特に、高梁川の支流である新本川の氾濫に
よって、高梁川漁業協同組合のアユ種苗生産施
設が水没、破損するなど、甚大な被害を受けた。
　また、沿岸域の漁港施設には土砂の流入等の被
害が 10 箇所で発生し、漁業活動に支障が生じた。

第２章　被害概要

１　観光業の被害

　平成 30 年７月豪雨による観光地自体の直接
的被害は少なく、井倉洞など一部被害を受けた
観光地を除き、倉敷美観地区や岡山後楽園は、
豪雨直後からほぼ平常どおり営業していた。
　また、ＪＲ在来線や井原鉄道の一部区間が運
休したものの、岡山桃太郎空港や新幹線、高速
道路に大きな被害はなく、観光地へのアクセス
の問題も早期に解決された。
　県では、災害による観光面での影響を最小
限に食い止めるため、発災直後から、観光施
設等の営業状況や公共交通機関の運行状況等
に関する正確な情報を、ホームページやＳＮ
Ｓ等を通じて、国内外に向けて積極的に発信
し続けた。
　しかしながら、７月６日から 18 日までの宿
泊キャンセル数は約 10 万人で、これにより喪
失した観光消費額は約 24 億円に上り、観光関
連産業にとって大きな打撃となった。（県調査）

　災害後の観光自粛ムードはすぐに解消される
ことなく、主要観光施設 30 施設の利用者数は、
７月が対前年比△ 31.3%、８月が△ 9.9% と、トッ
プシーズンにおける客足は大きく落ち込んだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （県調査）

　観光消費額を左右する宿泊施設への影響は更
に深刻であり、延べ宿泊者数については、７月
が対前年比△ 8.6%、８月が△ 6.3％で、これま
で右肩上がりであった訪日外国人延べ宿泊者数
についても、７月が対前年比△ 10.3%、８月が
△ 10.5% と大幅なマイナスとなった。
　　　 （観光庁平成 30 年宿泊旅行統計調査確報値）

２　商工関係被害

　商工会・商工会議所・中小企業団体中央会を
通じて調査・把握した被災事業所の数は、県全
体で 1,866 件、そのうち倉敷市真備町は 523 件
であった（令和元年 12 月 31 日現在）。被災事業
所では、事務所、店舗、工場、設備機器、商品
等への浸水被害があった。

　第８節　商工観光業の被害

被災した井倉洞

天井まで浸水したスーパー（倉敷市真備町）
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県立学校施設被害状況

事務室（県立倉敷まきび支援学校）

市町村立学校施設被害状況

水没した校舎(県立倉敷まきび支援学校。県民等からの提供写真)

　平成 30 年７月豪雨災害により、児童生徒の
学校生活も大きな影響を受けた。児童生徒及び
教職員に死者・行方不明者はいなかったものの、
多くの児童生徒が被災するとともに、文教施設
に甚大な被害をもたらした。

１　学校施設の被害

　学校施設については、次のとおり県立学校施
設 17 件、市町村立学校施設 58 件が被災した。
　特に甚大な被害を受けた倉敷市真備町に所在
する学校園については、長期間にわたって臨
時休業を余儀なくされるとともに、再開後も他
校やプレハブ校舎での授業を強いられることと
なった。

　第 9 節　文教施設の被害

第２章　被害概要
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災害廃棄物集積場となったグラウンド
（倉敷市立真備東中学校。県民等からの提供写真）

社会教育施設被害状況

被災した体育館（倉敷市立真備東中学校）

２　社会教育施設の被害

　社会教育施設については、倉敷市に所在する図書館や公民館をはじめとして、次のとおり11件が被災した。

水没した公民館（矢掛町立中川公民館）

浸水により土砂等が堆積した玄関
（矢掛町立中川公民館）

第２章　被害概要

文化財被害状況

被災した津山城跡

３　文化財の被害

　文化財については、国指定の史跡である造山古墳をはじめとして、次のとおり 29 件が被災した。
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岡山市東区平島地区。写真右下が砂川の決壊箇所（平成 30年７月18日）

決壊箇所の改良復旧工事が完了した砂川（令和元年11月21日）

復興に向けて ②


